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回族 の親族 カテ ゴリーをめ ぐる覚書
一 寧夏回族自治区銀川市の事例から一


















類学的なフィール ドワークを実施 した研究者が増加 してお り、とくに少数民族出
身の研究者による 「自文化研究」には目覚 ましいものがある。 しかし、近年の研
究動向を一瞥すると、近現代史上の出来事、例えば、中華民国期のナショナリズ
ムの勃興、中華人民共和国期の 「民族識別工作」と 「民族」(而醍の の創出といっ






























































の要衝地 のひ とつであ る。寧夏では経 済条件 のよい都市部であるが、全 国 レベル
でみる と発展途上の段階 にある地域である。
銀川市 は行政区分上、(1)銀川市区(「城区」、「郊区」、「新城 区」)、(2)永寧県、
(3)賀蘭県3)から構成 されてい る。銀川市 の総 人口は89万人で、 この うち回族 は
10万人(市 全体の18%)。銀川市区の人口は市区全体 の総人 口が54万 人で、この
うち回族の人 口は9万 人(銀 川市 区全体 の総 人口の18%)。お もな調査地 と した
銀川市 区内の内訳 は、城 区の総人 口が23万 人で、回族 の人 口が3万 人(城 区全
体の総人口の15%)で ある[銀 川市志編纂委員会(編)1999]。e
ここで、中国イスラームの概況 をみておこ う。 イスラームの宗派 はス ンナ派で
ハナ フィー法学派 に分類 され るが、回族 のイスラームは分派 してお り、伝播時期
の古い ものか ら、カディーム派、スーフ ィー教 団(フ フィーヤ派、ジャフ リーヤ
派、カーデ ィリーヤ派、クブラヴィーヤ派)、イスラーム改革諸派(イ フワー ン派、
サ ラフィーヤ派)な どの 「教派」(iiaopai)があ る。「教派」 とは中国独 自の概念
であ り、回族 内部 の力関係 を理解する うえでは無視で きない。調査地 では、都市
部 にイフワーン派、農村部 にカデ ィーム派が多い。清真寺や ゴンベ イ(お もにスー
フィー教 団の聖者廟)は 行政機 関(宗 教事務局)に よって一括管理 されてい る。
調査地の清真寺の概況 を整理す ると、2005年の統計資料 によれば、寧夏 回族 自
治 区全体 には清真寺が3,500箇所 あ り、清真寺 に勤務す る宗教指導者が5,328人、
寄宿学生が8,000人いる[中 国伊斯 蘭教協会(編)2005:384]。2000年に筆者が
インタビュー調査 をお こなった政府機関関係者 の話 によると、銀川市 には清真寺
が155箇所、 ゴンベ イ(お もにスーフィー教 団の聖者廟)が1箇 所 あった。その
内訳 は、城 区に3箇 所、新城 区に5箇 所 、郊 区に54箇所、永寧県 に27箇所、賀
蘭県 に66箇所 となっていた。単純 計算で はあ るが、清真寺 やゴ ンベイに勤務す
る宗教指導者 は156人い ることになる。銀川市 区の なかで清真寺 が最 も多 い地域
は郊外 の農村部 である。筆者が調査対 象 とした清真寺 は銀川市の城 区お よびそれ
に隣接す る郊外 にある北関寺 、中寺、西関寺、南 関寺、南関東寺(民 楽寺)、新華寺 、
東関寺 、満春寺の合計8箇 所 である。
こ こで、本稿 で お もに紹介 す るA清 真寺 の周 囲 に集住 す る回族住 民 の世 帯
(household)4)の概況 を整理 してお こう。A清 真寺 は17世 紀後半 に建設 され、調





















皿 回族 の親族 カテ ゴ リー
1親 族 名称 ・呼称
は じめ に基 本的 な親 族 用語 を紹介 す る。 調 査 地で は広 義 の親 族 は 「親属 」
(qinsha)、「親族」(qinzu)などの語彙で表現 されるが、どち らか といえば前者の 「親
属」(qinshu)が一般 的であ る。両者 ともに現在では法律用語で もあ るが、生活言
語 としては親族(kin)・姻族(athne)をふ くむ概 念 として使用 され る。一般 に漢
族社会では民俗語彙 と しての 「親族」(qinzu)は父系親族だ けを指すが、調査地
の回族 にはそ うした厳格な区分 はみ られない。
ひ きつづ き、 回族のi親族名称 ・呼称 の分類方法 をみ よう。図① には名称 ・呼称
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の詳細 も記載 してい るので確認 していただ きたい。 まず 、祖父母の名称であるが、
父方祖父が 「家爺々」(iiayeye)、父方祖母が 「家妨 々」(iianainai)、母方祖父が 「外
爺」(waiye)、母方祖母が 「外妨 々」(wainainai)である。呼称 の場合、父方 ・母
方の区別な く、「爺々」(yeye)、「妨 々」(nainai)が使用 され る。父母の名称 とし
ては父親には 「父親」(fuqin)、母親 には 「母親」(muqin)とい う漢字が使用 される。
呼称の場合 は父親 に 「参」@の 、母親 に 「嬌」@α)が 使用 される。
父母の兄弟姉妹 にあたるオジ ・オバの名称 ・呼称 には父方 ・母方の差異 と性別
の差異がある点は漢族 と類似す るが、若干差異 がみ られる。例 えば、か りに父方
オジが4名 い てegoの父親 が3番 目だ とした場合、父親 よ り年上 の者 は 「大参」
(dadie)、「二参」(erdie)、年下の者は 「小釜」(xiaoba)となる。それぞれの妻 は
「大嬌」(dama)、「二婿」(erma)、「旛」(shen)と呼 ばれ る。一方、父 方オバ が4
名いてegoの父親が3番 目だとした場合、父 より年上の者は 「大姑嬌」(daguma)、
「二姑嬬」(erguma)、年下 の者は 「三姑女馬」(sanguma)となる。それぞれの夫は 「大
姑父」(dagufu)、「二姑父」(ergufu)、「三姑父」(sangufu)と呼 ばれる。
これ に対 して、母方のオジ ・オバの名称 ・呼称 は簡略化 される。母方オジは 「舅
父」Q'iufu)、母方 オバは 「嬢嬌」(yima)となる。か りにegOにオジが複数いる場合、
年齢 の大 きい者か ら 「大舅」(dajiu)、「二舅」(erjiu)とな り、オバが複数い る場
合 は 「大嬢嬌」(dayima)、「二嬢嬌」(eryima)と区別 される。 それぞれの配偶者
は 「大舅娚」(dOjiuma)、「二舅嬌」(幻伽1の 、「大嬢参」(dayidie)、「二嬢参」(θび娩 θ)
となる。詳細 はともか く、母方のオジ ・オバの名称 ・呼称が母親 との年齢差 によっ
て使用 される漢字が変 わらない点 を考慮する と、漢族 の場合 と同様、父系親族が
egoの親族 ・姻戚のなかで重要 とされることがわかる6)。
実際の 日常生活で は、父方 ・母方の区別な く、 オジや オバ とのつ きあいが なさ
れるが、 どちらか とい えば、父方のオジや オバ との社会的距離 が近 い と考 え られ
ている。 父系親族 との関係 は、egoの親族集団内 の権利 ・義務 と密接 にむす びつ
くため、社会的距離が近 くなる と、状況 によって は非常に窮屈 な関係 にな りかね
ない。それ とは対照的に、母方のオジや オバ との関係は社会 的距離が遠いので 「冗
談関係」に近い もの となる。
従兄弟姉妹(イ トコ)の 名称 ・呼称 に 目をむける と、父方平行 イ トコには 「堂」
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(tang)、父方交差 イ トコお よび母方平行 ・交差 イ トコには 「表」(biao)とい う漢
字が 「兄弟姉妹」の漢字 につけ られる。 イ トコに対す る呼称 の場合、長幼の順序
におう じて、egOからみて年上の者は 「兄」(xiong)か「姐」(ノie)、年下の者には 「弟」
(di)か「妹」(mei)の漢字が使われる。 日常生活では父方 ・母方の区別な く、 イ
トコは 「兄弟姉妹」(キ ョウダイ)の ようにつ きあ うこ とにな るが、 どち らか と
いえば、父方平行 イ トコとの社会 的距離が近 くなる。あ くまで も理念上で はあ る
が、父方平行 イ トコ、父方交差 イ トコ、母方交差 イ トコ、母方平行 イ トコの順 に
社 会的距離が疎遠 とな り、必然的 に権利 ・義務 をともなう社会規範 も弱 くなる。
父方親族 と母方親族のそれぞれに対す る距離感の差異 を示唆する漢語の諺があ
る。それは 「有一千年 的家族、没有 百年的親戚」(Youyiqianniande/'iazu,meiyou
bainiandeqinqi,一族 は千年続 くが、親戚 は百年 も続か ない)と い う表現である。
ここでい う 「家族」(iiazu)とは父系親族 を、「親戚」(ginqi)とは非父系親族(母
系親族 や姻族 もふ くむ)を 指 している。つ ま り、 この言葉は、あ くまで も理念上
ではあるが、父系親族のむすびつ きが強調 され ることを示唆する。 おそ らく類似
の表現 は漢族 も使 うだろうが、父系 出 自の系譜関係 を強調する表現 が回族 の人 々
のあいだで も伝承 されて共有 されているこ とは興味深い。
ここまでの記述か ら、調査 地における回族の親族名称 ・呼称 の分類 区分の方法
が漢族研究 でこれ まで報告 された もの と類似 してい ることがわかる。つま り、親
族名称 ・呼称 の体系 において も父系 出 自の原則が如実 に反映 している。詳細 は後
述するが、調査地では、漢族の 「宗族」(zongzu)のような父系出 自集 団を回族 の人々
は形成 していないが、回族の人々のあいだで も 「姓」 にもとつ く父系親族集 団へ
の帰属 、父系親族間の世代 ラ ンクの認識、「同姓不婚」(tongxingbuhun)の原則 な
どがあ り、父系 出自の観念が共有 されていることは間違いない。華北 の漢族が華
南の漢族 のように 「宗族」 を必ず しも組織化 していない ことは中生[1990]が指
摘 しているが、西北部 の回族の場合 、清朝末期の戦乱(例 えば19世紀 の回民蜂起)
とその後の強制移住、漢族社 会における社会経済的条件の不利な どがお もな要 因




































































































































































































とが一般的である。か りに夫婦が離婚した場合でも子 どもの 「姓」は父親の 「姓」
のままであり、母親の 「姓」を継承することはきわめて稀である8)。
こうした父系的色彩の濃厚な社会のなかで父親 ・母親 ・子 どもはどのような生
活居住集団を形成するのだろうか。 ここで注 目したいのが 「家」(加)である。
元来、漢字の 「家」(加)は外部から隔離された住居のための建造物を指 してい
たが、その後、住居に生活する人々の集まりを指すようになった。現在、「家」(加)
といえば、家屋 ・家庭 ・世帯 ・家族などを意味する。この点だけをみると、日本







この点は家督(長 男)が 本家(ホ ンケ)と してイエを継承 し、その他の次男や三
男が分家(ブ ンケ)と して分出する日本9)とは対照的である。
調査地では、漢族と同様、回族も 「家」(ノia)という民俗語彙10)を使用する。「家」
(加)の理想的なモデルは傍系拡大家族であ り、漢族の 「家」(吻)の場合 とほぼ
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同 じであ る。漢族の 「家」(11a)には 日本の イエ の ように家督 やホ ンケの観念 は
な く、長男筋や次男筋 といった発想 もない11)。ある 「家」(加)の 子 どもたち(男
子)が 結婚 を機 に親 と別居 し独 立する場合 、それぞれの男子の夫婦 家族 には序列
関係 はみ られない。つ ま り、父親 か らみれば、どの息子 も同 じ 〈血筋〉 を継承 し、
父系 の系譜関係 を永続 させ 、「家」(ノ∫の を拡大 させ る人材である。 中国の財産相
続が均分相続 となっているこ とか らもわかる ように、「家」(加)を 構成す る男子
は対等 な関係 にある(た だ し、女子は男子 と同 じ父系親族 であ るが、結 婚 を契機
として最終 的には他家に所属す ることになる両義 的な存在である)。
もちろん 「家」(iia)は英語のfamilyや日本語 の家族 と大 きく異 な り、その詳
細 については これ までの漢族研究ですで に指摘 されて きた[末 成1983;瀬 川
2004;中生1990;渡 邊2001]。つ ま り、漢語の 「家」(fia)は重層 的で入れ子
式の構 造を もち、状況 によっては核 家族 や直系家族や傍系拡大家族 な どの家族 を
指す こともあれば、「宗族 」の ような父系 出自集 団を指す こともあ る。 こう した
伸縮 自在の融通性 は回族の 「家」(加)に もあてはまる。
例 えば、A清 真寺の周囲 に集住 する回族 には馬姓の 回族が最 も多 かったが、彼
(女)ら は 自分 た ちの所属す る親 族集団 を表現す る際、「我椚是馬家 的」(wo〃zen
shimOjiade,私たちは馬家の者 だ)と 言 う。 この場合の 「馬家」という民俗語彙 は、
状況 によっては、核 家族 に相当する小規模 な生活居住集団12)を指す こともあれば、
「宗族」の ような中・大規模の父系 出自集団 を指す こともある。つ ま り、「家」(加)
が どの ような集団 を指すのかは状況依存的で一義的 には定義 しづ らい。
ところで、調査地では、回族が 自分た ちの 「家」(加)と 他人の 「家」(加)を
区別す る場合、前者 を 「本 家」(beηjia)、後者 を 「外家」@α 伽)と 表現 す る慣
行がある。例えば、「我是本家的」(woshibenjiade,私はこの家の者だ)、「他是外
家的」 伽5h帥o伽48,彼 はよその家 の者だ)と い うように使 いわける。この場合
の 「家」(加)と は、文脈 によって も変わ るが、一般 には世帯 よりもむ しろそれ
よりも大 きな父系出 自集団を指す ことが多い。 ここでい う 「本家」(加彫の や 「外
家」@o伽)も 「家」@o)と 同様、状況 にお う じて様々な形態の生活居住集 団
や父系出 自集団 を意味する。 なお、調査地で は、「宗」(zong)や「祖」(zu)など
の漢族の 「宗族」 を連想 させ る語彙 を回族の人々が使用するこ とはない13)。
























儀礼には、死者(婚 入女性)の 婚家の親族だけでなく、夫方親族の姻族(例 えば
夫の妹の配偶者)な ども積極的に参加する。儀礼の参加資格に注 目すると、死者
儀礼の参加者が死者と親族関係のある者に限定されることはむしろ稀で、同 じ回













さきほど紹介 した 「家」(iia)のほか、親族に関す る民俗語彙 として 「親戚」(qinqi)
とい う概念が ある。漢族研究 では一般 に、漢語の 「親戚」(qinqi)が「父系親族
以外の親族 関係者 」 を指す語彙 として理解 されるが[中 生1991:182;植野
2000:144]、回族の 「親戚」(qinqi)は父系 親族 をもふ くむ広 範囲のi親族 ・姻戚
を指す概念である。簡単 にいえば、英語 のキン ドレッ ド(kindred)の概念にほぼ
相当する。
例 えば、調査地 に住 む回族 の人々が 「親戚」(qinqi)とい う民俗語彙で表現す
る人々は、父方親族お よび母方親族 、そ してそれ らの姻族 を指す。親族 の世代 に
ついては上位 ・下位 ともと くに指定 されず、父方 ・母方両方の親族 ・姻族 関係が
ほぼ無限 に双方的 に拡大す る ことに なる。漢族研究 による と、「父系親族以外の
親族関係者」 を指す漢族の 「親戚」(qinqi)の概念 は、「親戚」(qinqi)の「親戚」
(ginqi)、つま り、「聯親」(lianqin)と呼 ばれる範疇(姻 戚の姻 戚)の 人々は 「親戚」
ではない とされるが[中 生1991:!85]、回族の 「親戚」(qinqi)は漢族の 「聯親」
(liangin)をも包括す る概念で、非常 に遠い関係 にある双方的 な関係にある親族 ・
姻戚をふ くむ包括性 を備えている。
さらに、調査地では、回族 の 「親戚」(qinqi)の下位概念 として、近い 「親戚」
(qinqi)と遠い 「親戚」(qinqi)を区別するため、「近親」(iinqin)と「遠親」(yuanqin)
とい う民俗語彙が使 用 され ている。 一般 に、「近親 」(iinqin)はegOからみて上
位2世 代お よび下位2世 代以 内の親族および姻戚 を指 し、「遠親」(yuanqin)は「近
親」(iinqin)以外 の親族 ・姻戚 を指す。ただ し、 これ らの 「親戚 」(qinqi)の下
位概念 は世代が近いか どうか を基準 として親族 ・姻族 を分類するカテゴ リーであ
るが、原則上 は 「近親」(fingin)の範 囲内にふ くまれる姻族(例 えば父方 オジの
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妻や母方オバの夫)が 「遠親」(yuanqin)に分類 されることもあるので、状況 によっ
ては世代 関係の格 差が絶対的な基準 となるとはか ぎらない。
また、回族の 「親戚」(qinqi)とい う概念 は双方的に伸縮 自在で あるため、非
常 に広範囲な関係 にある親族 ・姻戚 を包括 するこ とになる。例 えば、調査地で 回
族の 「親戚」(qinqi)について回族の人々に話 を聴いてみた ところ、「回回親転来
転去一家 人」(Huihuiqinzhuanlaizhuanquyi'iaren)とい う諺 が引 きあい に出 され
ることが非常 に多 かった。 この言葉は、「回族 は回族 との結婚 を繰 り返 して きた
めで、全員が親戚 関係 にあ り、同 じ一族である」 という意味であ る。アメ リカの
文化人類学者 グラ ドニーは北京市での回族の調査 にもとづ き、回族の 「民族内婚」
の婚姻規制を指摘 した。それ によれば、回族 の人々は身近 に同 じ回族 の結婚相手
が い な い 場 合、 遠 方 に く らす 回族 と結 婚 し よ う とす る[GLADNEYl991:
229-259]。調査地で も、回族 の人 々が 「民族内婚」を契機 として形成す る親戚 ネ ッ
トワー クは非常 に複雑であ り、回族の人々は 自分 たちの生活実感 にもとづ き、前
述の諺 をよ く使 っていた16)。例 えば、図② はA清 真寺関係者 の親戚関係 を示 した
ものである。詳細 な分析は別稿にゆずるが、図②か ら清真寺の周囲に集住 してき







































































































































































































子どもの身体が父親の 「骨」 と母親の 「肉」によってつ くられるという民俗生殖
理論である[中生1992:74-75;渡邊2002:85-86]。人間の身体は、父の 「精液」
と母の 「血」との2つの気が感応 しあい、「精液」が 「骨」をつくり、「血」が 「肉
体」をつ くる。そこに霊魂が宿ってはじめて生を得る。生きている人間は 「気」
の集合 した存在であり、なかでも 「骨」に 「気」が集中する。死後、人間の 「骨」
は 「気」が集まる所に埋葬される。死んだ人間は特定の子孫から祭祀 されること
によって、祖先となって子孫の繁栄を保障する。具体的には、良い 「気」が集ま
る土地に埋葬された祖先の 「骨」 と子孫のそれは 「同気」であるがゆえに、祖先
から子孫へ生気が伝達されると考えられているか らである。このように墓地風水










まり、ア ッラーが泥土(お よびそ こか らで きあがった一滴の精液)を 使って 「血」
のか たま りをつ く り、その 「血」 のかた ま りか ら 「肉」 のかたま りをつ くった。
その後、 ア ッラーが 「肉」 のかた ま りか ら 「骨」 をつ くり、「骨」 を 「肉」 でお
おい、人間の姿 に した。 アッラーは最初 に男性 をつ くり、男性の 「あば ら骨」か
ら女性 をつ くった。 アッラーが最後に霊魂 を肉体 に吹 き込む ことに よって人間が
誕生 した といわれている。 この ようなイスラームの人間観が調査地の清真寺関係
者に よって語 られることが多 かった17)。
ところが、調査地では、回族 の民俗生殖理論 については、漢族 の民俗生殖理論
の ようなまとまった話 を耳にする機会が ほとんどなか った。ただ し、清真寺にい
た宗教指導者や学生 らが 「父精 母血」(fUl'ingmuxue)、「男精女血」(nanjingnuxue)
とい う民俗語彙 を使用 し、 回族 の民俗生殖 理論 につ いて説明 して くれ る機会 が
あった18)。これ らの民俗語彙 は一 見す ると、漢族の 「父骨母血」 や 「男骨 女血」
などの観念 と類似 しているが、民俗語彙 に付与 された意味 は根本的 に異なる よう
であ る。以下、清真寺 の宗教エ リー トの説明 を整理 してみ よう。
清真寺の学生 らの見解 は次の ようなものである。 回族の人 々が使用する 「父精
母血」や 「男精女血」とい う言葉は、人間の肉体がア ッラーの被造物 としての 「泥土」
か ら構成 される というイス ラームの人間観 を前提 と している。つ まり、それは 「精
液」が父親か ら、「血」 が母 親か ら祖先代 々伝達 され て子 どもの身体 が形成 され
るとい う考 え方であ る。実際、回族 の死者儀礼 には漢族の祖先祭祀 と明 らか に異
なる点が ある。漢族の祖先祭祀 では、父系出 自の原則で継承 される 「骨」が重視
されるが、回族の死者儀礼 にはみ られ ない。漢族の祖 先祭祀 では死者の 「骨」 を
その子孫が風水的 に良い土地へ土葬 し、死者 を特定の祖先 として祀 り、迎福撰 災
を実現す る。 これに対 して、 回族の死生観では、死 後人間は復活 し、ア ッラーの
審判 に備 える必要 があ り、死後 も死者は 「骨」 と 「肉体」 を兼ね備える必要が あ
る。 したがって、回族 の人 々は死後の火葬 を忌避 し、土葬 を遵守する。回族 の場合、
漢族 と異な り、父系 出自の原則 によって特定 の祖先か ら子孫 に伝わ る 「骨」 だけ
で な く、母系 のライ ンで伝 わる 「肉体」 も同 じように重要である19>と認識 されて
いる。 こう した考 えをふ まえると、回族の人々か らみれば、漢族 の洗骨の慣 習(父
系の 「骨」か ら不浄 な母系 の 「肉」 を除去す る行為)は あ りえないことになる。
ここまでみ たように、回族の民俗生殖理論 は、その情報提供者 の多 くが清真寺
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の宗教指導者や学生だったことから、宗教エリー トがクルアーンやハディース(預











の原則がよく指摘 される。漢族の 「同姓不婚」の原則 によれば、同じ父系出自集団
に所属する成員は同 じ 「骨」 を共有す ると考え られている。 したが って、同 じ父系
出自集団の男女が結婚すると、「骨 肉倒流」(guroudaoliu)、つ まり、「精子」 と 「血」
が子孫に逆流 して しまう。この結果、父系出自の原則で伝わる 「骨」が同 じ父系出
自集団の成員が共有する 「血」と結合 して しまい、「骨」 と 「血」の循環が損なわれ、
理想的な 「気」の流れが遮断されることになる。この論理にもとづ き、漢族社会では、
父方平行 イ トコ婚はい うまで もなく、父方交差 イトコ婚 も忌避 される[植 野2000:




それでは、回族 の人 々は 「同姓不婚」の原則 をどの程度共有 してい るのだろうか。
調査地では、回族 の人 々は、漢族 とほぼ同 じように 「同姓不婚」(tongxinghuhun)
の原則 を遵守 しようとす る傾向があ った。た しかに調査地 では、同 じ 「姓」 の回
族の人 々、例 えば同 じ馬姓の回族同士が 「同性婚」 をお こなう事例が多いが、 そ
れ は同 じ 「姓」 であって も同一の父系出 自集団には所属 してい ない とい う認識が









































D氏 は馬姓で祖父の代からA清 真寺の付近で生活 してきた工場労働者。D
氏には子どもが3人 いる。3人の子 ども(息子2人 、娘1人)は全員が既婚者で、
















































会規範 を遵守す る。ただ し、その ような儀礼要素 はイフワー ン派の人々の 目には
「漢化」(Hanhua)23)した慣行 とうつ るので、 イフワーン派の 人々によって否定 さ
れ る。結果、 イフワー ン派の死者儀礼 にお いては儀礼の細則(例 えば服喪す る親
族の範 囲規定や墓参の回数な ど)が 簡略化 されている。本稿 の事例で紹介 したA
清真寺の遺族の場合、もともとはカディーム派であった らしいが、現在はイフワー





まず、親族名称 ・呼称についていえば、漢族の事例 と同じく、回族の親族名称 ・
呼称体系には父系的な特徴が色濃い。あくまでも理念としてではあるが、父系親















を構成 する親子の関係では 〈血筋〉が必ず しも貫徹されないことがわかる。
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「家」(iia)とは組織 原理の異 なる 「親 戚」(qinqi)はキ ン ドレッ ド(kindred)
とほぼ類似 した カテ ゴリーであ る。漢族の 「親戚」(qinqi)が厳密 には父系親族
ではな く、姻戚 しか指 さないのに対 して、回族の 「親戚」(qinei)はegoの父方 ・
母方親族 だけでな く、egoの姻族や姻 族の姻族 まで をも包括す る概念であ る。つ
ま り、 回族 の 「親戚」(qingi)概念 はあ らゆる親族にほぼ無制限 に適用で きる融
通無碍 なカテ ゴリーである。状況 によっては、あ くまで も比喩 として使われる事
例が多いが、た とえ親族関係がな くて も、 同 じ回族であるな らば 「親戚」(qinqi)
と呼びあ うことも少 な くない。 とはいえ、回族の「親戚」(gingi)には「近親」(iinein)・
「遠親」(yuangin)の下位概念があるように、同 じ 「親戚」(qinqi)に分類 される人々
が線引 きされ ることも事 実であ る。例 えば、egoからみ て父方 オバ の夫や母方 オ
ジの妻 にあたる人々は姻族 にあたるので 「遠親」(yuanqin)とされる。同 じ 「親戚」
(qingi)内部で血族 ・姻族が厳密 に区別 される点 に注意する必要がある。
民俗生殖理論 に注 目してみ ると、「父骨母血」や 「父骨母肉」の語彙 で漢族が 「骨」・
「肉」 を風水 の 「気」 の理論 と結 びつけ るの に対 して、 回族 に もそれ と類似 した
民俗語彙が確認で きたが、人間形成 についての世 界観(人 間観や身体観)が 根 本
的 に異 なる。漢族 の 「洗骨」 は父系の 「骨」か ら 「不浄」 な 「肉」 を除去するた
めの行為で あ り、 その慣 習か らは父系の 〈血筋〉 を強調す る姿 勢が うかが える。
これ とは対照 的に、 イスラームの世界観 においては最後の審判の 日に死者が復 活
す る必要があ るため、遺体 の火葬が忌避 され、土葬が義務化 されてい る。つ ま り、
回族の場合 、死後、「骨」・「肉」の両方 を兼ね備 える ことが重視 され るのであ る。
こうした認識か ら回族の民俗生殖理論が イスラームの人間観お よび死生観 に影響
されてい ることが よ くわかる。
最後に、「同姓不婚」 の婚姻 規制の特徴 を確 認 してお こう。漢族の場合、風水
の 「気」の理論の影響 もあ り、同 じ 「骨」 を共有する親族同士 の結婚 は回避 され
る傾 向があ る。例 えば、父方平行 イ トコ婚は もちろんのこ と父方交差 イ トコ婚 も
忌避 され る。 この点は調査地 の回族 にもあては まる慣 習である。調査地の回族の
人々が漢族 の 「五服 内」(wufunei)のような親族 内婚 が厳 禁 される範囲 を明言 し
たことは なかったが、詳細 を聴いてみた ところ、回族 の人々が 「同姓不婚」を適
用す る親族 の範 囲は 「五服 内」(wufunei)にほぼ一致 し、配偶者 選択に際 して父


















1)中国 の東南部 や東北 部の回族の 「族譜」(zupu)に関す る文献研 究がある ことは見逃 してはならな
い。先 駆的な研究 と しては歴 史学者 中田吉信の文献研 究[1955]がある。 この ほか、1941年に満州
国の新京(現 在の長春)で 日本 人法学 者が実施 した家族制 度に関する現地調査[千 種(編)1964:
356-542]において回民の家族 ・i親族 に関す る一 次資料が収集 されたが、 きわめて断片的 な記述 にと
どまっている。岩村忍 の調 査報告書[1949,1950]でもほ とん ど言及 されてい ない。 また、いずれの
研究 においても分析概念 と しての親族用語 の使 用方法については検討の余地があ る。
2)銀川市 はかつて西夏 王国(1038-1227)の都 だった。元代(127!-1368)は寧夏府路 として甘粛 、
明代(1368-1644)は陳西 の管轄下 にお かれた。清代(1636-1912)に寧夏府が 設置 され る と寧夏府
城 と して甘粛 の管轄下 に入 った。1912年中華民 国成立後、朔方道 と改称 されたが、1928年寧夏省が
甘粛省 から分割 されて省 として成立 した後に寧 夏省城(省 都)と なった。1944年寧夏 省政府に批准
され た後、1947年4月銀 川市が成立 した(そ の管 轄地域 は寧夏省城)。1949年中華人民共和 国成立
後、1954年寧夏省が一度廃止 されて甘粛省 に合併 されたが 、1958年寧夏 回族 自治区の成立 時に首府
となった[爲1998:9-10]。
3)ただ し、銀 川市 の行 政区画は筆者の調査終了後に改称 ・変更 されている。現在、銀 川市 は 「興慶 区」、
「西夏 区」、「金鳳 区」、「永寧 県」、「賀蘭県」、「霊武市」 を管轄す る。
4)調査地で世帯(household)を指す語彙 として は 「戸」(hu)があ る。 この 「戸」(hu)を単位 とす
る生活居住 集団は漢語で 「家庭」(iiating)であ り、現 在では英語の分析概念のfamilyにほぼ相当する。
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5)ただ し、A清 真 寺の付近 に住 む漢族か らは1949年以前 も漢族(数 世帯)がA清 真寺 の付 近で生
活 してい たとい う話を聞いた。 当時 の様 子 をめ ぐって回族 と漢族 とのあ いだに見解の相違があ るこ
とには注意 を払 うべ きで、今後、再調査す る必要があ る。 ただ し、!949年以前か らA清 真寺 の周 囲
に集住 していた住民の大多数が回族の住民 だったとい うことは信愚性 のある話 である。
6)調査地 では、親族 名称 ・呼称 をめ ぐる回族 と漢族の共通点 だけでな く、相違 点 も確 認で きている。
例 えば、母方 の祖 父母の名称 ・呼称で は、回族 は 「外爺」(waiye)、「外妨 」(wainai)を使 うの に対
して、漢族 は 「姥 爺」(laoye)、「姥姥 」(laolao)を使 う。 父親お よび父方オ ジの 名称 ・呼称 につ い
て は、 回族 は 「蓼」(die)とい う漢字 を使 うが 、漢族は 「釜」(ba)を使 うことが多 い。母方 オバ の
夫の名称 ・呼称で は、回族 は 「嬢参」(yidie)を使 うが、漢族は 「嬢父」(yifu)を使 う。 回族 と漢族
のそれぞれの母語が これ まで は 「同 じ言語」(漢語)だ と安易 に同一視 され てきたが 、民俗語彙 の使
用方法 に若干 の差 異がみ られ る点 には注意 を払 う必要が あるだろ う。例 えば、北 京市や内モ ンゴル
に くらす回族 は父方祖 父 を 「巴巴」 ⑫αわα)と呼ぶ。 この語彙 は トル コ語の 「バ ーバ」 ⑫αわα,年長
の男性 に対す る尊称)に 由来す る と考え られ てお り、回族 の民族形成 史を理 解する際の手が か りと
なるだ ろう。
7)しか し、だか らといって、回族の人 々が 父系 出 自集団 を形 成 しえない と筆者 は主張 しているわけ
で はない。調査 地において は、回族 の人 々が父系 出自の原則 を活用 して出自集団を組織化す るよ う
な事例 を確認で きなか った だけであ る。
8)ただ し、最近で はあま りみ られないが 、回族 の婿入 り婚 では、最初 の子 ど もの 「姓」 は母親の 「姓 」、
次の子 どもの 「姓」 は父親の 「姓」 に従 うことが慣例 となっている。 この点に注 目すれば、「姓」 の
継承 にお いては母系出 自の原理 による事例 も若干 なが らある。た だ し、婿 入 り婚は男性側の経済 的
条件が良 くない場合 にやむ をえずお こなうので、1949年以前 も以 後も件数 は非常 に少ない。
9)この ような長男相続 の原則 によって 日本の イエ は家名 ・家格 ・家屋 ・屋敷 地 ・仏壇 ・位牌 ・墓 な
どを所有す るひとつの 団体 と して超世代 的に永続す るこ とが可能 となる。
10)本文中の 「家」(ノia)と同 じく、「一 家子」(y萌卿)や 「一家 人」(y萌αrθη)とい った民俗語彙 も
使用 され ることがあ ったが、混乱 を避 けるため、本稿 では 「家」(卿)の 用語 を使用す る。
11)中国には 日本の ホンケ ・ブ ンケの ような観念 はないが 、調 査地の農村 部には長男、次男 、三 男な
どが形成す る各親族集 団を示す言葉 に 「長 門」、「二 門」、「三門」 といった語彙がある。
12)A清真寺付 近における世帯調査に よると、住民の世帯構成 と して、高齢者 の単独世帯 、核家族(父
子世帯、母子世帯、夫婦のみの世帯)、直系家族、傍系拡大家族 など様 々な形態が存在す る。
13)調査地 には、「本族」(benzu)や「外族」(waizu)などの民俗語彙 もあ る。 これ らの語彙の 「族」(Zt{)
は親族集団で はな く、 回族 とい うひとつ の民族集 団を指 すこ とが一般的である。
14)ここでい う 〈祖先〉 とは、漢族社 会にお ける祖先 祭祀の対象 と しての 「祖先」(zuxian)を指すの
で はない。
15)ただ し、調査地 のA清 真寺 では!958年に 「宗教制度 民主改革」 が実施 される まで、清真寺 の敷
地 内にあった墓 地には回族の 「祖墳」(zufen)、つ ま り同 じ祖先 を共有す る者 同士の墓(個 人墓)が
存在 していた。清真寺 の古 老た ち(60代か ら70代の男性)の 話 によれば、 回族 の墓地で は父系親
族お よびその配偶者の墓が清真寺 の敷地内の一 区画に設置 され ていた とい う。 これ は、社 会主義政
策が実施 される以前、回族の墓 の建設が父系 出自の原則に左右 されていたこ とを物語 っている。 こ
のほか 、回族 の人々に も漢族 と同 じように 「輩 名」(beiming)をつける慣 習の事例があ る。 これは、
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同 じ父系 出 自集団の なかで 同世 代の成員の名前 の一字 を同 じ漢字 に し、世 代ラ ンクの順序 を明確化
す る慣習 である。A清 真寺の周 囲に集住す る回族住民の個人名 を調査 した ところ、1949年以前 に生
まれ た親 の世代が 自分の子 どもに 「輩名」 をつ ける傾向がみ られ たが 、1980年代以 降に生 まれた子
どもの命名 には 「輩名」の慣習 はあ ま り採用 されていなかった。
16)この ほか、調査地で は、 「天下回回是一家」(TianxiaHuihuishiyi'ia,天下 の もとではムス リムはみ
んな一族 である)と い う諺 もよく使用 されていた。 これ は 「lnnaal-Musliminaikhwa」(ムスリムは
みん なキ ョウダイである)と いうアラ ビア語の聖句 を漢語 に翻訳 した ものである。 ここで注 目 した
い箇所は原語の イフワ(ikhwa)(複数形)とい う「キ ョウダイ」を意味 する語彙 が漢語 では「一家」(y伽,
一族)と い う親族 関連の用語 に意訳 されてい る点で ある。 この諺は、回族 内部 のエスニ ックな紐帯
を示す民俗語彙 として さまざまな場 面で使用 される。例 えば、筆者 は、花嫁 の里帰 りの 日、花婿側
●
の親族 と花嫁側の親族が一緒に食事 を して いた場面で聞 いたことが ある。
17)調査地のA清 真寺 の関係者 から収集 した一 次資料による。
18)調査地では、A清 真寺 の一般信徒や寄宿学生 らが この民俗語彙 につ いて言及 した。ただ し、「こう
した民俗語彙 を知 ってい る人 は少ない」 と彼 らが 断っていた点 に留意す る必要があ る。B清 真寺の
寄宿学 生のひ とりはクルアー ンの典拠 を逐一指摘 して説明 して くれ た。
19)調査地には、イスラームに熱心 な人 も、共産党員の ような民族エ リー トも、回族の場合、イスラー
ムの土葬 を遵 守す ることが法的 に容 認 され てお り、 また実 際そ うす る人が圧倒的 に多い。た だ し、
ご く少数なが ら、 イスラーム を棄教 し、無神論 を信奉す る回族 のなかには中国共 産党が推進 する火
葬 を選択 した人々がいた。
20)このほか、調査 地の宗教指導者 の個 人的な見解 による と、 シャリーア(イ ス ラー ム法)で 定め ら
れたイ ンセス トに もとづ き、父系親族や母方親族 との結婚が容 認 されていた。 シャ リーアで規定 さ
れた インセ ス トの範囲 とは、egoの母 親、姉妹、娘、 父方 ・母方 オバ 、姪 、乳母、乳姉妹 、妻の姉
妹 を指す[大 塚和夫 ・小杉 泰 ・小松 久男 ・東長靖 ・羽田正 ・山内昌之(編)2002:322]。か りに こ
の ような法学者の見解 に したが うとす ると、父方 イ トコや母方 イ トコ との結婚が容認 されるこ とに
なる。 なお、中東の アラブ ・ムス リム社会の調査 報告では アラブ ・ムス リム には父方平行 イ トコ婚
が選好 され る傾向があ るという[大 塚1994]。
21)「近親婚」が国家政策上 だけでな く民 衆の婚姻慣行 におい ても忌避 される傾向が強 くなっている現
在、 回族 同士 の結婚 に固執す る人 々が、状況 によっては回族 の 「近親 」 との結婚 を非 ムス リムの漢
族 との結婚 よ りも重視す る行動 は考察 に値す る。
22)回族 の死者儀礼で は、基 本的に は女性 の参加が忌避 される。本稿で紹介す る瞭罪の儀礼 において
も同様で 自主的 な施 しを葬儀参列者 に手渡す係 は男性 である。
23)本稿 でい う 「漢化」(Hanhua)とは少数民族 が 日常生活 の様 々な面 において漢族 に同化す ること
を意味す る。 もちろん他称の 「漢化 」 と自称の 「漢化 」 とはニ ュアンスが大 きく異 な り、特定 の個
人や集 団に対 して 「漢化」の ラベ ルをはる ことには注 意を要す る。本稿 で使った 「漢化」 とは同 じ
少数民族(回族)の なかで他者 を攻撃 した り、自嘲 した りする場合に使われる ことの多い表現である。
英語で はHantficationと翻訳 され る。 これに対 して、少数民族 と しての個性 を保持 しなが ら欧米 の
ネ イシ ョンにほぼ相当する 「中華民族」(Zhonghuaminzu)に統合 される現 象は 「中国化」(または 「中
華化」「華化」)と呼ばれる。英語ではSinicizationあるい はSinllficationとな る。
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